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創造的であること　CREATIVE

みんなで共有すること　SHARE

対話的であること DIALOGUES

地域アートプロジェクト

アーツ前橋がまちなかで展開するアートプ
ロジェクトです。地域の課題や日常の生活と、
アートが持つ創造力が出会うことで新しい出
来事をつくりだしていくことを目指していま
す。モノを作る、アイデアを生み出す、コミ
ュニケーションをデザインする、といった試
みをまちなかに広げていきます。

サポーター

サポーターとは、アーツ前橋の企
画や運営に携わり、地域の芸術文化
を支えていく人たちのこと。展覧会
やイベントなどの支援を通して、見
て、触れて、楽しむことができる「市
民参加」の形の一つです。

ガーデニングプロジェクト「メディカル・ハ
ーブマン・カフェ・プロジェクトin前橋」

薬草の効能が分かるように人体のかたちをしたウッ
ドデッキのガーデンを製作。訪れた人が休憩をしたり、
市民が新鮮な食材を販売するマルシェなどのイベント
を開催したりする場としても活用します。

アーツ前橋の活動は
館内外に広がります

マチリアルプロジェクト 

中心市街地に新しい活動の拠点をつくるプロジェクト。
さまざまな市民団体がここを拠点に活動します。

Interview

Interview

Interview

今後の成長
見守るのが楽しみ
鑑賞サポーターとして、子ど
もたちを案内するなどしていま
す。アーツ前橋の運営に携わる
という貴重な経験ができるのが
サポーターの魅力。若い人たち
にももっと参加してもらって10
年後、20年後にアーツ前橋がど
う成長していくのかを一緒に見
守っていけたらうれしいです。

つながりを
創出する拠点
人が集まり、つながって、新
しい形が生まれる。アーツ前橋
には、そんな魅力があります。
私もまちなかでの楽しみが増え、
作品制作にもよい刺激をもらっ
ています。多くの人や作品に触
れることで、いずれは世界に通
用する作品が前橋から出てくる
ようになればすてきですね。

まちなかを挙げて
盛り上げたい
まちなかへの施設誘致を
行い、アートの創作活動を
これまで支援してきました。
今後はまちなかでの活動が
より活発になってくれるこ
とを期待したい。そのため
にも、商店街を挙げて盛り
上げていきたいですね。ア
ーツ前橋やまちなかの魅力
をどんどん発信していきた
いと思います。

サポーター
鷲塚　裕太郎さん

アーティスト
カナイ　サワコさん

前橋中心商店街協同組合
理事長
植木　修さん


